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今年は「科学と科学的知識の利用に関する世界宣言」、
いわゆるブダペスト宣言が世界科学会議で採択されてから
20年にあたります。

宣言では、21世紀の科学の責務として、それまでの「知識
のための科学」の他、「平和のための科学」「開発のための
科学」「社会における科学と社会のための科学」という4つの
概念が示され、科学技術の社会に対する責務が初めて明確
化されました。

その背景には、科学技術の発展が経済的な恩恵をもたら
す一方で、環境問題などの地球規模の課題をも生み出し、
持続可能で健全な環境の維持が危ぶまれていたことがあ
ります。2015年には「持続可能な開発目標（SDGs）」が
国連で設定され、ブダペスト宣言から20年が経過する現在
でも、科学技術に解決が求められる課題はさらに広がり、
深まっています。

わが国の科学技術政策を推進する中核的機関として、
JSTは先端的な基礎研究を推進するとともに、社会の要請
に応える課題解決型の研究開発に取り組んでいます。その
中で、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

JSTは、急速に変容する社会に対応し、日本にイノベー
ションをもたらす新たな潮流の起点となる独創的なネット
ワーク型研究所としての機能を確立すべく、組織改革のた
めのイニシアチブ「濵口プラン」を策定し、変革に挑戦して
きました。

その挑戦の一端が、課題解決型の研究開発事業である
「未来社会創造事業」の創設や、科学技術と社会をつなぎ
未来を共創するためのオープン・プラットフォームづくりです。

ブダペスト宣言を採択した世界科学会議では、科学者の
みならず、技術者、国会議員、ジャーナリスト、行政官、市民
ら約1800人が集まり、議論に参加しました。JSTもプラット
フォームやさまざまな事業を通じて産学官民と共創し、社会
課題の解決に貢献してまいります。

今年は「濵口プラン」による改革に取り組んで3年の折
り返し地点です。JSTがネットワーク型研究所として、社会
により大きな付加価値を提供できるよう、ここからさらに改
革を加速してまいります。

皆さまのご支援、ご協力をお願い申し上げます。

平成31年1月

新年の
ごあいさつ
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世界で初めてカーボンナノベルトの合
成に成功した名古屋大学の伊丹健一郎
教授。熱い思いと優れたリーダーシップ
で多彩な研究者の力を結集し、12年の
歳月をかけて成し遂げた。アイデアの源
泉は、少年時代に夢中になったレゴブ
ロックやドラえもん。「どんな小さなこと
でもユニークに生きれば、もっと面白く
てワクワクする社会になる」と、新年の幕
開けに夢ある未来を描く。

表紙解説

さきがける科学人

16

1

編　集　長：上野茂幸　
　　　　　　科学技術振興機構（JST）広報課
制　　　作：株式会社伝創社
印刷・製本：株式会社丸井工文社

数字に見る科学と未来

12 1マイクロ秒で機能を切り替え
低消費エネルギーの
小型ガスセンサー

80年以上前の化学を復活させ
環境負荷の低減を目指す
群馬大学 大学院理工学府
群馬大学 食健康科学教育研究センター　
助教　橘 熊野
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未 来 を ひ ら く
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JSTは、シンクタンク機能、研究開発、産
学連携、次世代人材育成、科学と社会と
の対話など、多岐にわたる事業を通じ
て、持続可能な開発目標（SDGs）の達成
に積極的に貢献していきます。

宇宙を読み解くビッグデータ08
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P１５（下）

「ぱっと開く笑顔」や「おふざけ顔」
表情豊かな子供型アンドロイド
ロボットを開発 ほか
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